
　地域で運営されている国際交流の場は、互いの文化や言葉
を学ぶ場になっています。
　公益財団法人淡

お

海
うみ

ネットワークセンターの人材育成事業の
一環として活動している「鹿

か ふ か

深deござれ!」は水口・綾野エリア
を中心に毎月１回、甲賀市内に住む外国人住民と地域住民と
のコミュニケーションの場をつくる活動をしています。５月
「からだdeコミュニケーション」、６月「ごはんdeコミュニ
ケーション」、７月「おにくdeコミュニケーション」など毎月
コミュニケーションツールを決めて、様々な国の人が踊りや
料理を一緒に楽しんでいます。興味のある方はお気軽にご連
絡ください。

　こういった活動に参加されているＪ
さんは「子どもの時に日本にいて、一度
自国に帰った。二度目に来た時は日本
語を忘れていて苦労したが、今は日本
語ができるので困ることはない。もう
すぐ日本語検定１級を受ける予定」と話
します。

外国人住民との懸け橋に
　外国人住民が自立し、 日本の社会へ溶け込んで生活していくためには、 外国人が日本語でコミュニケーション

をとり、 私たち日本人がよき理解者として受け入れていくことが大切です。

日本語指導者養成講座
　甲賀市国際交流協会では毎週金、土曜日の夜、月曜日の昼に「日本語教室」を開催し、たくさんの外国
人が日本語を学んでいます。これらの日本語教室の指導者を養成する「日本語指導者養成講座」が開催されま
す。語学を他人に教えたことがない人、外国語はまったく分からない人でも、外国人の皆さんと日本の社会との

懸け橋になりたいという思いがある方は、お申し込みください。

日程：①9月27日（金）、���②9月28日（土）、　③10月4日（金）、④10月5日（土）
　　��⑤10月11日（金）、⑥10月12日（土）、⑦10月20日（日）
　　　　・19時30分～ 21時30分（①、③、⑤、⑥）
　　　　・15時～ 17時（②、④）　　・10時00分～ 14時（⑦）
会場：自主活動センターきずな
講師：乾�文雄�先生　受講料：2,500円（KIS非会員）500円（KIS会員）テキスト代別途要
　　※�講座を修了された方は、協会の開催する「日本語教室」でボランティア指導者として活動できます。

日本語
指導者
養成講座
（初心者向け）

開催
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様

口径

今回指示数

190 mm

79 mm

メーター番号

検針員

前回指示数
メーター取替前水量 ③
今回使用水量①－②＋③

甲賀市上下水道部上下水道料金課

m3

m3

②

設置
場所

使用水量等のお知らせ

検針日

①

裏面もご覧ください。

（参考） m3

水道料金

水栓番号

m3
m3

甲賀市甲南町野田８１０番地

検針票

前回の使用水量
前々回の使用水量
前年同期の使用水量

m3

m3

下水道使用料等

請求予定金額 月分 円
口座振替の方は、　 年 月 日振替予定です。

請求予定金額 月分 円
口座振替の方は、 年 月 日振替予定です。
※下水道の私設メーターの設置等で、上記水量と異な
る場合は、別途通知書をご確認ください。

※上記金額は、消費税等相当額を含みます。
※このお知らせは、請求書ではありません。

お知らせ欄

電話 0748-86-8014

年 月 日

問い合わせ

☎86-8014／ 86-8032
上下水道料金課

名神名阪連絡道路の
早期実現を

　名神名阪連絡道路整備促進期成同盟会の主催する「名
神名阪連絡道路の早期実現に向けたシンポジウム」が７
月27日、あいの土山文化ホールで開催され、約800
人の参加者が会場を埋めました。
　この催しは、国において指定された調査区間を整備
区間に格上げし、早期事業化を実現するために開催さ
れたもので、滋賀県知事、三重県副知事、両県選出の
衆議院議員や沿線自治体、民間団体などの参加者が、
お互いに連携し、国に対して着実に早期実現を訴えか
けていくことを確認しました。
　また、シンポジウムに当たって元国土交通事務次官
の谷口博昭氏が基調講
演を行い、防災や流通、
民間交流など多くの効
果が期待できる当該路
線の事業化は「今しか
ない」と力強く語って
いただきました。

「名神名阪連絡道路」とは
　東近江市から伊賀市までの約30kmをつなぐ地
域高規格道路のことで、平成13年に全線が国によ
り調査区間の指定を受けました。

ごはんde
コミュニケーション

からだde
コミュニケーション

地域の国際交流でも
日本語でコミュニケーション

他の参加者の
通訳をされる方も

問い合わせ

Eメール:gozare2013@gmail.com
鹿深deござれ

多数の参加者で賑わうホール
問い合わせ

☎65-0687　 63-4554
日本語教室・養成講座問合わせ
甲賀市国際交流協会（KIS）

☎63-8728

地域コミュニティ推進室

おにくde
コミュニケーション

平成25年9月1日 102013.9.111 　　　　2013.9.1 平成25年9月1日


